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橋台背面の地震時作用力に対する解析的検討
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1.はじめに
筆者らはこれまで，主に背面に EPS 盛土を有する橋台背面への作用について，既往の遠心模型実験の結果 1)の分析と，

実験のシミュレーション解析による評価を試みてきた 2
)3)_ その結果，遠心模型実験の結果では，基礎地盤が粘性士の条

件の時，橋台背面が通常盛土，EPS 盛土にかかわらず，橋台背面への作用は橋台慣性力が橋台背面盛土側に向かう時に
生じていることを確認した． 一方，橋台背面が通常盛土で基礎地盤が砂質土の条件での実験結果は，慣性力が背面側，
前面側の両方の向きで橋台への作用力が生じていた ． したがって，条件によって橋台背面への作用挙動が異なる可能性
が窺えた ． 本論文ではこのような挙動に対する解析的検討結果を報告する ．

2.既往実験の概要
藤原ら l)は，EPS 盛土や通常の土盛土を背面に

有する橋台について行った動的遠心模型実験の結
果から，EPS 盛士及び通常の士盛士の条件での橋
台背面への作用について考察を行っている ． この
時に行われた実験の概要図を図」に示す ． 実験
は，図-l に示されるように，橋台背面に EPS 盛
土を設置したもの（以下，背面 EPS とする），通常
の土盛上（江戸崎砂）としたもの（以下，背面土とす
る）及び，背面に盛土のないケ ースで実施されて '| 9 9 9 9 ' ’  9 , 

いる．基礎地盤は砂質土及び粘性土を対象とし， 1 橋脚模型（溝形鋼ー100x50, PL) 1500 モデル寸法(mm)

さらに上部構造物の有無をパラメ ー タとした ． 入 図ー1 文献叶こ示された実験概要図 (EPS 盛土のケース）
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で，荷重計の慣性力を控除した 6� 60 100 200 300 
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大となる時刻のものである． 図ー2 実験による地震時土圧（文献 1) )
図ー2 の背面 EPS のケースで発生している局所的に大きな作用力は，EPS

盛土内に配置された中間床版と橋台の衝突によるものである．このため背
面 EPS のケ ースでは，背面上のケースよりもむしろ大きい土圧が作用して
いる ． ここで，図ー3 に橋台天端の加速度と各士圧計に作用する士圧荷董の
合計（以下，これを土圧荷重とする）の関係を示したものである ． 加速度が
プラス側，すなわち橋台前面側に加速度が作用している時に土圧荷重は増
加している ． 慣性力は加速度と逆向きになるため，大きな土圧が作用する
のば慣性力が背面側に向かう時である ． つまり，この慣性力の作用により
橋台が背面地盤にもたれようとする力が作用士圧として計測されている ．

一方，図4は橋台背面が背面士で基礎地盤が砂質士の場合の結果を示した ．

加速度が前面側に作用する時だけでなく背面側，すなわち慣性力が桶台前
面側に作用する時にも土庄は増加することがわかる．
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図ー3 橋台天端加速度と土圧荷重の関係
（背面 EPS 盛土 ， 基礎地盤粘性土） 5
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図ー4 橋台天端加速度と土圧荷重の関係
（背面土盛土，基礎地盤砂質土） 5 )
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